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定 期 積 金 規 定  

１ ．（ 預 金 契 約 の 成 立 ）  

  当 金 庫 は 、 お 客 様 か ら 当 金 庫 所 定 の こ の 預 金 の 申 込 書 の 提 出 を 受 け 、 こ れ  

を 承 諾 し た と き に 、 こ の 預 金 に 係 る 契 約 が 成 立 す る も の と し ま す 。  

２ ．（ 掛 金 の 払 込 み ）  

定 期 積 金（ 以 下「 積 金 」と い い ま す 。）は 、証 書 ま た は 通 帳 記 載 の 払 込 日 に

掛 金 を 払 込 み く だ さ い 。  

払 込 み の と き は 必 ず 証 書 ま た は 通 帳 を お 差 し 出 し く だ さ い 。  

３ ．（ 証 券 類 の 受 入 れ ）  

（ １ ） 小 切 手 そ の 他 の 証 券 類 を 受 入 れ た と き は 、 そ の 証 券 類 が 決 済 さ れ た 日 を  

払 込 日 と し ま す 。  

（ ２ ） 受 入 れ た 証 券 類 が 不 渡 り と な っ た と き は 、 掛 金 に な り ま せ ん 。 不 渡 り と

な っ た 証 券 類 は こ の 証 書 ま た は 通 帳 の 当 該 払 込 み 記 載 を 取 消 し た う え 、 当

店 で 返 却 し ま す 。  

４ ．（ 給 付 契 約 金 の 支 払 時 期 ）  

積 金 は 、 満 期 日 以 後 に 給 付 契 約 金 を 支 払 い ま す 。  

５ ．（ 払 込 み の 遅 延 ）  

積 金 の 払 込 み が 遅 延 し た と き は 、 満 期 日 を 遅 延 期 間 に 相 当 す る 期 間 繰 延 べ

ま す 。 ま た は 、 証 書 ・ 通 帳 記 載 の 年 利 回 り （ 年 ３ ６ ５ 日 の 日 割 計 算 ） の 割 合

に よ る 遅 延 利 息 を い た だ き ま す 。  

６ ．（ 取 引 等 の 制 限 ）  

（ １ ） 当 金 庫 は 、 預 金 者 の 情 報 お よ び 具 体 的 な 取 引 の 内 容 等 を 適 切 に 把 握 す る  

  た め 、提 出 期 限 を 指 定 し て 各 種 確 認 や 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が あ り ま す。 

  預 金 者 か ら 正 当 な 理 由 な く 指 定 し た 期 限 ま で に 回 答 い た だ け な い 場 合 に は 、 

  入 金 、 払 戻 し 等 の 本 規 定 に 基 づ く 取 引 の 一 部 を 制 限 す る 場 合 が あ り ま す 。  

（ ２ ） 前 項 の 各 種 確 認 や 資 料 の 提 出 の 求 め に 対 す る 預 金 者 の 回 答 、 具 体 的 な 取  

  引 の 内 容 、 預 金 者 の 説 明 内 容 お よ び そ の 他 の 事 情 を 考 慮 し て 、 当 金 庫 が マ  

ネ ー ・ ロ ー ン ダ リ ン グ 、 テ ロ 資 金 供 与 、 も し く は 経 済 制 裁 関 係 法 令 等 へ の  

抵 触 の お そ れ が あ る と 判 断 し た 場 合 に は 、 入 金 、 払 戻 し 等 の 本 規 定 に 基 づ  

く 取 引 の 一 部 を 制 限 す る こ と が あ り ま す 。  

（ ３ ） 前 ２ 項 に 定 め る い ず れ か の 取 引 の 制 限 に つ い て も 、 預 金 者 か ら の 説 明 等  

  に も と づ き 、 マ ネ ー ・ ロ ー ン ダ リ ン グ 、 テ ロ 資 金 供 与 、 ま た は 経 済 制 裁 関  

係 法 令 等 へ の 抵 触 の お そ れ が 合 理 的 に 解 消 さ れ た と 当 金 庫 が 認 め る 場 合 、  

当 金 庫 は 当 該 取 引 の 制 限 を 解 除 し ま す 。  
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７ ．（ 反 社 会 的 勢 力 と の 取 引 拒 絶 ）  

こ の 積 金 は 、 第 １ １ 条 第 ２ 項 第 １ 号 、 第 ２ 号 Ａ か ら Ｆ お よ び 第 ３ 号 Ａ か ら

Ｅ の い ず れ に も 該 当 し な い 場 合 に 利 用 す る こ と が で き 、第 ９ 条 第 ２ 項 第 １ 号、

第 ２ 号 Ａ か ら Ｆ ま た は 第 ３ 号 Ａ か ら Ｅ の 一 に で も 該 当 す る 場 合 に は 、 当 金 庫

は こ の 預 金 口 座 の 開 設 を お 断 り す る も の と し ま す 。  

８ ．（ 給 付 補 填 金 等 の 計 算 ）  

（ １ ） 積 金 の 給 付 補 填 金 は 、 証 書 ま た は 通 帳 記 載 の 給 付 契 約 金 と 掛 金 総 額 の 差

額 に よ り 計 算 し ま す 。  

（ ２ ） 約 定 ど お り 払 込 み が 行 わ れ な か っ た と き は 、 つ ぎ に よ り 利 息 相 当 額 を 計  

算 し ま す 。  

①  積 金 の 契 約 期 間 中 に 証 書 ま た は 通 帳 記 載 の 掛 金 総 額 に 達 し な い と き は 、

払 込 日 か ら 満 期 日 の 前 日 （ 解 約 日 が 翌 日 以 後 の 場 合 は 解 約 日 の 前 日 ） ま

で の 期 間 に つ い て 、 解 約 日 に お け る 店 頭 表 示 の 普 通 預 金 利 率 に よ っ て 計

算 し 、 こ の 積 金 の 掛 金 残 高 相 当 額 と と も に 支 払 い ま す 。  

②  当 金 庫 が や む を え な い も の と 認 め て 満 期 日 前 の 解 約 を す る と き お よ び

第 ９ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 解 約 す る と き は 、 払 込 日 か ら 解 約 日 の 前 日 ま

で の 期 間 に つ い て 、 解 約 日 に お け る 店 頭 表 示 の 普 通 預 金 利 率 よ っ て 計 算

し 、 積 金 の 掛 金 残 高 相 当 額 と と も に 支 払 い ま す 。  

③  こ の 計 算 の 単 位 は １ 円 と し ま す 。  

９ ．（ 先 払 割 引 金 の 計 算 等 ）  

（ １ ） 積 金 の 掛 金 が 払 込 日 前 に 払 込 ま れ た と き は 、 先 払 割 引 金 を 証 書 ま た は 通

帳 記 載 の 利 回 に 準 じ て 満 期 日 に 計 算 し ま す 。 こ の 場 合 、 当 金 庫 所 定 の 日 数

以 上 の も の に 限 り ま す 。  

（ ２ ） 先 払 分 に 応 じ て 満 期 日 の 繰 上 げ は 行 い ま せ ん 。  

１ ０ ．（ 満 期 日 以 後 の 利 息 ）  

積 金 を 満 期 日 後 に 解 約 す る 場 合 、 給 付 契 約 金 （ 掛 金 総 額 に 達 し な い と き は

掛 金 残 高 相 当 額 ） に 満 期 日 か ら 解 約 日 の 前 日 ま で の 期 間 に つ い て 、 解 約 日 に

お け る 普 通 預 金 利 率 に よ っ て 計 算 し た 利 息 を 支 払 い ま す 。  

１ １ ．（ 解 約 ）  

（ １ ） 当 金 庫 の 債 権 保 全 の 必 要 が あ る と き 、 そ の 他 当 金 庫 が 満 期 日 前 の 解 約 を

拒 絶 す べ き 相 当 な 事 由 が あ る と 認 め た と き は 、 こ の 積 金 は 満 期 日 前 に 解 約

で き ま せ ん 。  

（ ２ ） 積 金 を 解 約 す る と き は 、 所 定 の 受 取 欄 ま た は 当 金 庫 所 定 の 払 戻 請 求 書 に

届 出 の 印 章 に よ り 、 記 名 押 印 し て 証 書 ま た は 通 帳 と と も に 当 店 に 提 出 し て
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く だ さ い  

①  こ の 預 金 の 預 金 者 が 第 １ ５ 条 第 １ 項 に 違 反 し た 場 合  

②  こ の 預 金 が 法 令 や 公 序 良 俗 に 反 す る 行 為 に 利 用 さ れ 、 ま た は そ の お そ

れ が あ る と 認 め ら れ る 場 合  

③  法 令 で 定 め る 本 人 確 認 等 に お け る 確 認 事 項 ま た は 第 ６ 条 第 １ 項 も し く

は 第 ２ 項 に も と づ き 預 金 者 が 回 答 ま た は 届 出 た 事 項 に つ い て 、 預 金 者 の

回 答 ま た は 届 出 が 偽 り で あ る こ と が 判 明 し た 場 合  

④  こ の 預 金 が マ ネ ー ・ ロ ー ン ダ リ ン グ お よ び テ ロ 資 金 供 与 、 経 済 制 裁 に

抵 触 す る 取 引 に 利 用 さ れ 、 ま た は そ の お そ れ が あ る と 当 金 庫 が 認 め 、 マ

ネ ー ・ ロ ー ン ダ リ ン グ 等 防 止 の 観 点 で 当 金 庫 が 預 金 口 座 の 解 約 が 必 要 と

判 断 し た 場 合  

（ ３ ） 次 の 各 号 の 一 に で も 該 当 し 、 こ の 積 金 を 継 続 す る こ と が 不 適 切 で あ る と

判 断 し た 場 合 に は 、 当 金 庫 は 積 金 契 約 者 に 通 知 す る こ と に よ り こ の 積 金 を

解 約 す る こ と が で き る も の と し ま す 。  

①  積 金 契 約 者 が 契 約 申 込 書 に し た 表 明 ・ 確 約 に 関 し て 虚 偽 の 申 告 を し た

こ と が 判 明 し た 場 合   

②  積 金 契 約 者 が 、 次 の い ず れ か に 該 当 し た こ と が 判 明 し た 場 合  

Ａ ． 暴 力 団  

Ｂ ． 暴 力 団 員  

Ｃ ． 暴 力 団 準 構 成 員  

Ｄ ． 暴 力 団 関 係 企 業  

Ｅ ． 総 会 屋 等 、 社 会 運 動 等 標 ぼ う ゴ ロ ま た は 特 殊 知 能 暴 力 集 団 等  

Ｆ ． そ の 他 本 号 Ａ か ら Ｅ に 準 ず る 者  

③  積 金 契 約 者 が 、 自 ら ま た は 第 三 者 を 利 用 し て 次 の 各 号 に 該 当 す る 行 為  

 を し た 場 合  

Ａ ． 暴 力 的 な 要 求 行 為  

Ｂ ． 法 的 な 責 任 を 超 え た 不 当 な 要 求 行 為  

Ｃ ． 取 引 に 関 し て 、 脅 迫 的 な 言 動 を し 、 ま た は 暴 力 を 用 い る 行 為  

Ｄ ． 風 説 を 流 布 し 、 偽 計 を 用 い ま た は 威 力 を 用 い て 当 金 庫 の 信 用 を 毀 損  

し 、 ま た は 当 金 庫 の 業 務 を 妨 害 す る 行 為  

Ｅ ． そ の 他 本 号 Ａ か ら Ｄ に 準 ず る 行 為  

（ ４ ） 前 項 に よ り こ の 積 金 が 解 約 さ れ 掛 金 残 高 が あ る 場 合 、 所 定 の 受 取 欄 （ 当

金 庫 所 定 の 払 戻 請 求 書 ） に 届 出 の 印 章 に よ り 、 記 名 押 印 し て （ こ の 通 帳 と

と も に ）当 店 に 提 出 し て く だ さ い 。こ の 場 合 、当 金 庫 は 相 当 の 期 間 を お き、
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必 要 な 書 類 等 の 提 出 ま た は 保 証 人 を 求 め る こ と が あ り ま す 。  

１ ２ ．（ 届 出 事 項 の 変 更 、 証 書 ・ 通 帳 の 再 発 行 等 ）  

（ １ ） 証 書 ・ 通 帳 や 印 章 を 失 っ た と き 、 ま た は 印 章 、 名 称 、 住 所 そ の 他 の 届 出

事 項 に 変 更 が あ っ た と き は 、 直 ち に 書 面 に よ っ て 当 店 に 届 出 て く だ さ い 。

こ の 届 出 の 前 に 生 じ た 損 害 に つ い て は 、 当 金 庫 の 責 め に 帰 す べ き 事 由 が あ

る 場 合 を 除 き 、 当 金 庫 は 責 任 を 負 い ま せ ん 。  

（ ２ ） 証 書 ・ 通 帳 ま た は 印 章 を 失 っ た 場 合 の こ の 積 金 の 給 付 契 約 金 等 の 支 払 い

ま た は 証 書 ・ 通 帳 の 再 発 行 は 、 当 金 庫 所 定 の 手 続 を し た 後 に 行 い ま す 。 こ

の 場 合 、 再 発 行 手 数 料 を 申 し 受 け 、 相 当 の 期 間 を お き 、 ま た 、 保 証 人 を 求

め る こ と が あ り ま す 。  

（ ３ ） 預 金 口 座 の 開 設 の 際 に は 、 当 金 庫 は 法 令 で 定 め る 本 人 確 認 等 の 確 認 を 行  

  い ま す 。 本 項 に よ り 当 金 庫 が 預 金 者 に つ い て 確 認 し た 事 項 に 変 更 が あ っ た  

と き に は 、 直 ち に 当 金 庫 所 定 の 方 法 に よ り 届 出 て く だ さ い 。  

１ ３ ．（ 成 年 後 見 人 等 の 届 出 ）  

（ １ ） 家 庭 裁 判 所 の 審 判 に よ り 、 補 助 ・ 保 佐 ・ 後 見 が 開 始 さ れ た 場 合 に は 、 直

ち に 書 面 に よ っ て 成 年 後 見 人 等 の 氏 名 そ の 他 必 要 な 事 項 を 届 出 て く だ さ い 。 

ま た 、 こ れ ら の 成 年 後 見 人 等 の 地 位 や 権 限 、 行 為 能 力 に 影 響 を 及 ぼ す 事 由

（ 補 助 ・ 保 佐 ・ 後 見 の 開 始 等 ） が 生 じ た と き も 、 同 様 に 当 店 へ 届 け 出 て く

だ さ い 。  

（ ２ ） 家 庭 裁 判 所 の 審 判 に よ り 、 任 意 後 見 監 督 人 の 選 任 が な さ れ た 場 合 に は 、

直 ち に 書 面 に よ っ て 任 意 後 見 人 の 氏 名 そ の 他 必 要 な 事 項 を 届 出 て く だ さ い 。 

（ ３ ） す で に 補 助 ・ 保 佐 ・ 後 見 開 始 の 審 判 を 受 け て い る 場 合 、 ま た は 任 意 後 見

監 督 人 の 選 定 が な さ れ て い る 場 合 に も 、 前 ２ 項 と 同 様 に 、 直 ち に 書 面 に よ

っ て 届 出 て く だ さ い 。  

（ ４ ） 前 ３ 項 の 届 出 事 項 に 取 消 ま た は 変 更 等 が 生 じ た 場 合 に も 同 様 に 、 直 ち に

書 面 に よ っ て 届 出 て く だ さ い 。  

（ ５ ） 前 ４ 項 の 届 出 の 前 に 、 当 金 庫 が 過 失 な く 預 金 者 の 行 為 能 力 に 制 限 が な い  

と 判 断 し て 行 っ た 払 戻 し に つ い て は 、 預 金 者 お よ び そ の 成 年 後 見 人 、 保 佐  

人 、 補 助 人 も し く は そ れ ら の 承 継 人 は 、 取 消 し を 主 張 で き な い も の と し ま  

す 。  

１ ４ ．（ 印 鑑 照 合 ）  

通 帳 、 払 戻 請 求 書 、 諸 届 そ の 他 の 書 類 に 使 用 さ れ た 印 影 （ ま た は 署 名 ） を

届 出 の 印 鑑 （ ま た は 署 名 鑑 ） と 相 当 の 注 意 を も っ て 照 合 し 、 相 違 な い も の と

認 め た う え 、 払 戻 請 求 者 等 が 預 金 払 戻 し 等 の 権 限 を 有 す る と 当 金 庫 が 過 失 な
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く 判 断 し て 行 っ た 払 戻 し 等 は 、 有 効 な 払 戻 し 等 と し ま す 。  

１ ５ ．（ 譲 渡 、 質 入 れ の 禁 止 ）  

（ １ ）積 金 お よ び 証 書 ま た は 通 帳 は 、譲 渡 ま た は 質 入 れ す る こ と は で き ま せ ん 。  

（ ２ ） 当 金 庫 が や む を え な い も の と 認 め て 質 入 れ を 承 諾 す る 場 合 に は 、 当 金 庫

所 定 の 書 式 に よ り 行 い ま す 。  

１ ６ ．（ 保 険 事 故 発 生 時 に お け る 積 金 契 約 者 か ら の 相 殺 ）  

（ １ ） 積 金 は 、 満 期 日 が 未 到 来 で あ っ て も 、 当 金 庫 に 預 金 保 険 法 の 定 め る 保 険

事 故 が 生 じ た 場 合 に は 、 当 金 庫 に 対 す る 借 入 金 等 の 債 務 と 相 殺 す る 場 合 に

限 り 当 該 相 殺 額 に つ い て 期 限 が 到 来 し た も の と し て 、 相 殺 す る こ と が で き

ま す 。 な お 、 こ の 積 金 に 、 質 権 等 の 担 保 権 が 設 定 さ れ て い る 場 合 に も 同 様

の 取 扱 い と し ま す 。  

（ ２ ） 前 項 に よ り 相 殺 す る 場 合 に は 、 次 の 手 続 き よ る も の と し ま す 。  

①  相 殺 通 知 は 書 面 に よ る も の と し ま す 。 証 書 ま た は 通 帳 は 届 出 印 を 押 印

し て 通 知 と 同 時 に 当 金 庫 に 提 出 し て く だ さ い 。  

②  複 数 の 借 入 金 等 の 債 務 （ 積 金 契 約 者 の 当 金 庫 に 対 す る 債 務 、 第 三 者 の

当 金 庫 に 対 す る 債 務 で 積 金 契 約 者 が 保 証 人 に な っ て い る も の ） が あ る 場

合 に は 充 当 の 順 序 方 法 を 指 定 し て く だ さ い 。 た だ し 、 こ の 積 金 で 担 保 さ

れ る 債 務 が あ る 場 合 に は 、 当 該 債 務 か ら 相 殺 す る も の と し ま す 。 当 該 債

務 が 第 三 者 の 当 金 庫 に 対 す る 債 務 で あ る 場 合 に は 、 積 金 契 約 者 の 保 証 債

務 か ら 相 殺 さ れ る も の と し ま す 。  

③  前 号 の 充 当 の 指 定 の な い 場 合 に は 、 当 金 庫 の 指 定 す る 順 序 方 法 に よ り  

 充 当 い た し ま す 。  

④  第 ２ 号 に よ る 指 定 に よ り 、 債 権 保 全 上 支 障 が 生 じ る お そ れ が あ る 場 合

に は 、 当 金 庫 は 遅 滞 な く 異 議 を 述 べ 、 担 保 ・ 保 証 の 状 況 等 を 考 慮 し て 、

順 序 方 法 を 指 定 す る こ と が で き る も の と し ま す 。  

（ ３ ） 第 １ 項 に よ り 相 殺 す る 場 合 の 利 息 相 当 額 等 に つ い て は 、 次 の と お り と し  

ま す 。  

①  こ の 積 金 の 利 息 相 当 額 の 計 算 に つ い て は 、 そ の 期 間 を 払 込 日 か ら 相 殺

通 知 が 当 金 庫 に 到 達 し た 日 の 前 日 ま で と し て 、 利 率 は 約 定 年 利 回 を 適 用

す る も の と し ま す 。  

②  借 入 金 等 の 債 務 の 利 息 、 割 引 料 、 遅 延 損 害 金 等 の 計 算 に つ い て は 、 そ

の 期 間 を 相 殺 通 知 が 当 金 庫 に 到 達 し た 日 ま で と し て 、 利 率 、 料 率 は 当 金

庫 の 定 め に よ る も の と し ま す 。 ま た 、 借 入 金 等 を 期 限 前 弁 済 す る こ と に

よ り 発 生 す る 損 害 金 等 の 取 扱 い に つ い て は 当 金 庫 の 定 め に よ る も の と し
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ま す 。  

（ ４ ） 第 １ 項 に よ り 相 殺 す る 場 合 の 外 国 為 替 相 場 に つ い て は 当 金 庫 の 計 算 実 行

時 の 相 場 を 適 用 す る も の と し ま す 。  

（ ５ ） 第 １ 項 に よ り 相 殺 す る 場 合 に お い て 借 入 金 の 期 限 前 弁 済 等 の 手 続 に つ い

て 別 の 定 め が あ る と き に は 、 そ の 定 め に よ る も の と し ま す 。  

た だ し 、 借 入 金 の 期 限 前 弁 済 等 に つ い て 当 金 庫 の 承 諾 を 要 す る 等 の 制 限 が

あ る 場 合 に お い て も 相 殺 す る こ と が で き る も の と し ま す 。  

１ ７ ．（ 規 定 の 変 更 ）  

（ １ ） こ の 規 定 の 各 条 項 は 、 社 会 情 勢 や 経 済 的 ・ 技 術 的 環 境 の 変 化 そ の 他 相 当  

の 事 由 が あ る と 当 金 庫 が 認 め る 場 合 に は 、定 型 約 款 の 変 更 に 関 す る 規 定（民  

法 548 条 の 4） に 基 づ き （ 付 随 的 な 事 柄 や 手 続 き に 係 る 事 項 等 は 除 く ）  

変 更 で き る も の と し ま す 。  

（ ２ ） 前 項 の 場 合 、 変 更 を 行 う 旨 お よ び 変 更 後 の 規 定 の 内 容 、 な ら び に そ の 効  

力 発 生 時 期 を 店 頭 表 示 、 ホ ー ム ペ ー ジ 等 に て 公 表 す る 方 法 に よ り こ れ を 周  

知 し ま す 。  

（ ３ ）前 ２ 項 に よ る 変 更 は 、公 表 の 際 に 定 め る 1 か 月 以 上 の 相 当 な 期 間 を 経 過  

し た 日 か ら 実 施 す る も の と し ま す 。  

以  上  


